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関
東
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
立
場
か
ら
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
特
に
徳
川
氏
の
関
東
（１）
入国に関しては、璽二臣政権下における徳川氏の位置づけをめぐって異なる見解が一爪されている。確かに徳川家康の入国
は
、
ほ
ぼ
天
下
制
覇
を
実
現
し
た
豊
臣
秀
吉
の
命
に
従
い
実
施
さ
れ
た
移
封
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
徳
川
氏
に
と
っ
て
は
関
東
を
新
に
政
治
・
財
政
の
基
盤
と
し
な
が
ら
、
領
国
経
営
の
形
成
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
結
果
論
か
ら
で
は
な
く
、
改
め
て
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
の
小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
か
ら
、
徳
川
氏
が
入
国
し
、
江
戸
を
政
治
的
拠
点
に
した八月一日までの推移を具体的に検証し明らかにしてみる必要があると思うのである。本稿においては、こうした点を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
の
事
情
を
小
田
原
北
条
氏
と
の
関
連
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
天
正
十
八
年
二
五
九
○
）
七
月
五
日
、
五
代
九
六
年
に
わ
た
っ
て
関
東
領
国
に
君
臨
し
て
い
た
小
田
原
北
条
氏
は
、
大
軍
を
率
い
た
豊
臣
秀
吉
と
の
攻
略
戦
に
敗
れ
て
滅
亡
し
た
。
代
っ
て
天
下
制
覇
を
実
現
し
た
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
、
徳
川
家
康
が
関
東
で
二
四
○
万
石
の
領
地
を
は
じ
め
に
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
徳
川
氏
の
関
東
入
国
の
経
過
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
村
上
直
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徳
川
家
康
の
公
式
の
関
東
入
国
は
八
月
一
日
で
あ
る
。
こ
れ
を
俗
に
「
江
戸
御
打
入
り
」
と
呼
び
、
の
ち
に
は
こ
の
日
を
記
念
し
て
「
八
朔
」
の
祝
賀
日
を
決
め
て
、
幕
府
の
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
徳
川
氏
の
家
臣
団
の
一
部
は
、
す
で
に
六月以降に江戸周辺の調査を行い、七月十二日には大久保藤五郎（のち主水）に江戸の水道治水を命じ、小石川上水（の
ちの神田上水）の開削を着工させている。また、家臣松平家忠の日記（『家忠日記』）によれば、同月の「十八日日、江戸
（７）
へ
つ
き
候
」
と
あ
り
、
家
康
自
ら
も
二
十
日
頃
に
は
江
一
戸
に
入
っ
た
と
い
う
形
跡
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
関
東
入
国
と
江
戸
を
移
封
が
約
束
さ
れ
、
次
い
｛
（６）
表されたという。小田忘
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
与
え
ら
れ
て
移
っ
た
が
、
こ
の
と
き
別
に
在
京
賄
料
と
し
て
二
万
石
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
以
前
、
関
東
・
奥
（
陸
奥
・
出
羽
）
両
国
に
対
し
て
は
、
天
正
十
四
・
十
五
年
（
一
五
八
六
・
八
七
）
の
段
階
に
お
い
て
、
豊
臣
秀
吉
が
い
わ
ば
私
戦
停
止
令
と
い
う
べ
き
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
を
発
布
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
東
国
に
お
け
る
諸
領
主
間
の
境
目
紛
争
の
裁
定
は
秀
吉
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
令
書
を
取
次
ぎ
執
達
し
た
の
は
上
杉
景
勝
に
代
っ
て
三
河
・
遠
江
・
駿
河
・
甲
斐
・
信
濃
の
五
か
国
を
領
有
し
て
い
た
（２）
徳
川
家
康
で
あ
る
。
こ
の
段
階
か
ら
関
東
の
小
田
原
北
条
氏
は
、
秀
圭
□
の
惣
無
事
の
論
理
に
否
応
な
し
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
家
康
の
関
東
・
奥
羽
へ
の
志
向
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
天
正
十
七
年
十
一
月
二
十
四
日
、
秀
吉
が
小
田
原
征
伐
の
宣
戦
（３）
布告を諸大名に一不したのは、「境目」紛争の裁定に反した北条氏に対する糾弾であったとみることができる。この攻略戦
（４）
において豊臣方の主要軍団は、二一万人を投入して参陣した徳川家康の軍勢である。家康の積極的な参陣によって小田原北
（５）
条氏の滅亡が実現したとみられるならば、天正十四年十月、家康が上洛し、仮〈わ、臣礼をとったとしても、秀士□の関東制
圧
に
お
い
て
徳
川
家
康
は
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
小
田
原
北
条
氏
の
滅
亡
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
歴
史
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
関
東
に
お
け
る
「
中
世
」
の
終
焉
を
告
げ
る
と
と
も
に
、
徳
川
氏
の
入
国
に
よ
る
「
近
世
」
へ
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
徳
川
家
康
を
中
心
と
す
る
家
臣
団
の
入
国
は
、
北
条
氏
の
支
城
で
あ
っ
た
江
戸
城
の
落
城
後
、
五
月
二
十
七
日
に
秀
吉
と
家
康
の
間
に
関
東
移封が約束され、次いで六月二十八日に移封直後の政治的拠点を江戸とすることが決まり、七月十一一一日には関東移封が公
（６）
表されたという。小田原落城は七月五日であるか「わ、攻略戦のさなかに徳川氏の関東入国（関東移封）と江戸城が決定さ
法
政
史
学
第
四
十
七
号
￣
■■■■■■■■■■l■
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徳川家康が関東入国により江戸を政治的拠点とするに至った経過は、家康の自発的行動ではなく、あくまでも豊臣秀吉
の発意によって関東移封を命じると共に、その本拠を「江戸」に指定されたという説が一般化している。しかし、筆者
は
、
関
東
移
封
と
江
戸
の
決
定
に
つ
い
て
、
す
で
に
秀
吉
に
よ
る
一
方
的
な
押
し
つ
け
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
康
と
の
合
意
に
よ
っ
て
決
（８）
定したとみるべきであるという考えを述べたことがある。それは、秀吉が天正十年（’五八二）から八年に及び五か国領
有時代の実績のある家康に対し、関東への転封と江戸の決定、さらに上級家臣への知行割への介入など、きわめて強引に
一方的に命じたということは、そのまま事実として受けとめ難いことであり、特に江戸の場合は、家康の側近として、地
域行政に精通した地方巧者の意向を採り入れながら決められたという見方をとるのである。この点、秀吉と家康の長い間
の
複
雑
な
政
治
的
関
係
の
結
論
と
し
て
、
む
し
ろ
両
者
の
合
意
に
よ
っ
た
、
豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
徳
川
氏
の
関
東
入
国
で
あ
り
、
家
康
自
身
の関東における積極的な領国経営の構想のなかで江戸の決定がなされていったと考えるのである。
次にこのような観点から、徳川氏の関東入国に伴う江戸の決定について考察を加えてみることにしたい。
（９）
徳川氏の関東入国については、斎藤月岑著「武江年表」の天正十八年八月一日の条には次のようにある。
ほ
；
〈「年八月一日、台駕はじめて江戸の御城へ入らせ給へり、そのころは御城の辺、葦沼汐入等の地にして田畑も多から
ず、農家寺院さへ所々に散在せしを、慶長に至り始めて山を裂き地をならし、川を埋め溝を掘り、土民の所居を定め
絵ひしより、万世不易の大都会とはなれり。
（川）
また、大道寺重祐著の「落穂集追加」”御城内鎮守の事“には次のようにある。
天正十八年八月、御入国被し遊候節、榊原式部大輔との義は、御入国一三昧の御用承りにて其下に青山藤蔵どの、伊
奈熊蔵殿、板倉四郎左衛門殿、其外夫迄の御領知参遠駿甲四ヶ国へ御置被成たる地方役人衆の義は、早々江戸表へ
…
の
（得）
可二罷越一旨被二仰出一候となり、其節御城内には、先城主遠山左衛門か居宅其促にて相残り有し之候え共、永々篭城の
居
城
に
決
定
す
る
経
過
に
つ
い
て
、
新
た
に
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
二
文
献
に
よ
る
江
戸
と
そ
の
周
辺
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
一一一
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一一一秀吉・家康の江戸入部の実情
（豊臣秀吉）
（Ⅲ）
「家忠日記」によると、六月一一十六日に「関白様石かけの御城へ御うつり候、諸陣二亥刻二鉄炮そろへ候」とあり、諸
将は秀吉の命をうけて鉄砲を打って小田原城内の兵を退けようとしたとある。さらに七月六日には「雨降、城中へ関白様
小性衆弐人、此方二而ハ榊原式部大輔城うけとりにこされ候」とあり、小田原落城のことを明らかにしている。このとき
（且一乙
城の請け取りには徳川家康の家臣榊原康政、井伊直政、本多忠勝、豊臣秀士ロの家臣脇坂安治、片桐直盛が赴いている。翌
七日には「城中関東衆皆々御出し候」とあり、八・九日には「地下人出候」とある。即ち、小田原篭城の諸兵はことごと
く出城し降伏したのである。家康は、同月十日に「殿様城へ御うつり候、城中見物一一こし候」とあるから、はじめて小田
原
城
に
入
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
主
の
北
条
氏
政
と
氏
照
兄
弟
が
医
師
田
村
安
栖
宅
で
自
殺
（
十
一
日
）
、
同
氏
直
の
高
野
山
追
放
（十二日）の後、十一一一日の条には「関白様城中へ御成候」とあり、秀吉がこのとき小田原城へ入ったのである。これにつ
（旧）
いては以下『朝野旧聞裏藁』によると次のように記してある。
（七月）
十一一一日豊臣家小田原城に入て、公の御旧領五箇国を駿河・三河・遠江・甲斐・信濃改め関東八箇国伊豆・相模・武蔵・安房・
上総・下総・上野・下野をさす。但し八箇国の説、諸記異同あり、始よく記載の多きにしたかふ及ひ近江、伊勢等の内にて領せらるへき
む
ね
告
ま
い
ら
す
、
依
て
江
戸
城
に
移
り
絵
ふ
へ
き
に
決
す
。
（漏）
中に捨置候ゆへ、悪く破損におよひ、その上‐こりふきに仕たる屋根の上を籠城の節、士にてぬり候につき其もり雫に
（腐）
て畳敷物等もくさり栗申候を、悉く御修復被二仰付「諸役人昼夜骨を折り、漸々と御入国の問に合候と有し之義を、
長崎彦兵衛とて甲州御代官衆の手代を勤候よしの老人、つねに物語仕候を委敷承りたる事に候。
これらはいずれも後世の記述によるものであるが、江戸城周辺については葦などが茂り閑散たる状況であったとあり、
江戸城も破損が甚しく、きわめて粗末な状態であったと記してある。これらは、さりに「岩渕夜話別集」、「霊岩夜話」、
「江戸砂子」などの記述を加え、入国当時の状況を伝える通説の出典になっている。
次に豊臣秀吉の小田原北条氏攻略における徳川氏の動向を記した史料によって、その推移をみていくことにしよう。
法
政
史
学
第
四
十
七
号
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こ
こ
で
江
戸
の
有
様
に
つ
い
て
は
『
岩
渕
夜
話
別
集
』
な
ど
を
出
典
と
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
家
康
の
関
東
入
国
が
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
つ
い
て
は
す
で
に
内
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
日
の
十
二
日
に
は
、
江
戸
の
水
道
治
水
を
命
ぜ
ら
れ
た
、
家
康
の
家
臣
大
久
保
藤
五
郎
忠
行
が
、
江
戸
の
西
郊
、
井
ノ
頭
池
を水源とし、小石川上水の開削に着手したとあるから（天正日記、大久保主水由緒書）、江戸を居城としたこともほぼ確
定されていたとみることができる。なお、十一一百の条には、次のような記載もある。
豊
臣
家
の
旨
に
任
せ
ら
れ
、
井
伊
兵
部
少
輔
直
政
、
本
多
中
務
大
輔
忠
勝
、
榊
原
式
部
大
輔
康
政
に
十
万
石
、
大
久
保
七
郎
右
衛
門
忠
世
に
小
田
原
城
、
内
藤
三
左
衛
門
信
成
に
韮
山
城
を
賜
ふ
。
翌
十
四
日
に
は
「
豊
臣
家
陸
奥
国
に
赴
か
ん
た
め
小
田
原
を
首
途
す
」
と
あ
り
、
こ
の
出
典
の
「
家
忠
日
記
追
加
」
に
は
「
十
四
日
秀
吉
小
田原ヲ発シテ奥州二赴ク北条記、武徳大成記同じ」とあり、「落穂集追加」「武徳編年集成」にも同様の記事がある。したがっ
て
秀
吉
は
十
日
に
小
田
原
城
に
入
っ
た
家
康
と
十
三
、
十
四
日
の
両
日
、
城
内
に
お
い
て
充
分
に
話
し
合
う
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る。 のである。
ほ
ぼ
入
国
後
の
上
級
家
臣
の
知
行
割
も
伊
奈
熊
蔵
忠
次
を
中
心
と
す
る
地
方
巧
者
に
よ
る
地
域
行
政
の
方
法
も
示
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
伊
奈
熊
蔵
忠
次
に
関
東
の
代
官
を
命
じ
給
ふ
寛元聞書日、権現様上意二関八州御代官伊奈熊蔵間間］備前守夏、可二申付一由、本多佐渡守トノニ被二仰付一候、関八
州ノ御代官一人ニテハ如何敷卜申上候ヘハ、｜人二可レ仕モノト被二思召一候間可二申付一由也。然ラハ誓紙可一一申付一
候、｜段可レ然前書ハ如何可レ仕ヤト佐渡守殿窺被申候ヘハ如何様ニナリトモ可レ仕卜也、又重テ熊蔵誓紙前書ハ如
何可レ仕候ヤト窺被レ申候ヘハ、先第一ニハ関八州ヲ我物ノ如ク大切二可レ仕ト書セ可し申、第一一ニハ支配方下ノ者二
依枯ヲ仕問敷ト書セ可レ申由上意也、三ケ條目ハ如何卜奉レ窺候ヘハ、其分ニテョシト上意也、則一一ヶ條ノ前書ニテ
誓紙ヲ仕候卜也、
五
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こ
れ
に
よ
る
と
、
七
月
二
十
一
日
に
江
戸
の
法
恩
寺
に
お
い
て
秀
吉
と
家
康
が
対
談
し
た
こ
と
に
な
り
、
文
中
の
「
此
城
四
方
無
し
障
、
天
下無双也。権現様此城へ御移り可レ然候旨、被二仰達一御通候故、早速御入城被し為し遊」とあるのは、江戸城が、この時期
に
城
の
形
態
を
充
分
に
整
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
次
い
で
同
月
二
十
四
日
に
は
「
豊
臣
家
江
戸
を
発
進
し
て
陸
奥
国
に
向
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
出
典
の
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
は
「
廿
四
日
、
秀
吉
江
府
ヲ
発
シ
絵
フ
是
奥
州
ノ
敵
徒
平
均
ノ
爲
ナ
リ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
二
十
六
日
に
は
「
豊
臣
関
白
下
野
国
宇
都
宮
に
着
す
。
本
多
中
務
大輔忠勝、上総国庁南より至りて関白にまミゆ、関白忠勝の武勇を称して頃日得し所の佐藤忠信の兜を与ふ」とある。
こ
の
記
載
に
よ
る
と
二
十
日
頃
か
ら
家
康
は
江
戸
に
入
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
「
武
徳
編
年
集
成
」
に
よ
次に十五日には「豊臣関白江戸に着す。法恩寺をもて旅館とす」とある。この出典の「家忠日記追加」には「十五日秀
吉、武州江戸一一至ル」。また「武徳編年集成」では「十五日秀吉、武陽二着シ法恩寺二入給フ大一一一川志同じ」とある。した
が
っ
て
、
豊
臣
秀
吉
は
こ
れ
に
よ
る
と
七
月
十
五
日
以
降
は
、
江
戸
の
法
恩
寺
に
滞
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
、
秀
吉
は
小
田
原
城
の
蔵
にあった米穀十万石を家康に与えているが、これを受け取ったのは伊奈熊蔵忠次である。（「武徳大成記」「古老夜話」）。
さ
ら
に
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
の
記
載
に
よ
る
と
、
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
七
月
十
六
日
に
小
田
原
を
出
発
し
た
家
康
の
家
臣
松
平
又
八
郎家忠は、同月十八日に江戸に到着している。そして同月二十一日には次のようにある。
廿
一
日
、
松
平
又
八
郎
家
忠
江
戸
を
発
し
て
三
河
に
赴
く
。
原
本
家
忠
日
記
日
、
廿
一
日
庚
申
か
た
ひ
ら
迄
帰
候
。
（正）
彦坂小刑部元成、平岩主計頭親吉仰を奉ハリて、篁早臣家を饗応す。
文政寺社本所法恩寺書上日、天正十八年小田原御陣之時、権現様関東御領地之剛、秀吉公為二奥州陣一御当地御通也、
其節於二御当地一御馳走御宿彦坂小刑部、平岩主計令二談合一於二当時一七月廿一日昼御膳御上り被成候、御城在二御眼
前一秀吉公対二家康公一被し仰候ハ、此城四方、無し障、天下無双也、権現様此城へ御移り可レ然之旨、被二仰達一御通候
故、早速御入城被し爲レ遊、万々歳御繁昌也、此寺御当家御吉度の基也、御両君入御被爲在候精舎一一而一宗門之規範
法
政
史
学
第
四
十
七
号
不し過し之云々。
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れば、同月一一十九日に「神君小田原ヲ発セラル大三川志同じ」とある。したがって家康はこの日にはじめて小田原から江戸
へ
向
か
っ
て
出
発
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
二
十
六
日
に
江
戸
の
法
恩
寺
に
滞
在
し
て
い
た
秀
吉
と
家
康
が
対
談
し
た
と
い
う
こ
と
は
誤
り
と
な
る
。
つ
ま
り
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
法
恩
寺
の
記
載
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
『
朝
野
旧
聞
裏
藁
』
に
よ
る
と
、
さ
き
の
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
末
尾
に
は
「
按
ず
ろ
に
東
照
宮
此
頃
ハ
尚
小
田
原
に
ま
し
ま
せ
し
な
り
、
此
書
江
戸
に
あ
ら
せ
ら
れ
し
由
、
記
事
は
誤
な
り
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
「
文
政
寺
社
書
上
」
の
内
容
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
な
お
、
二
十
六
日
の
条
に
よ
る
と
、
「
近
日
、
江
戸
城
に
移
り
給
ふ
に
よ
り
榊
原
式
部
大
輔
康
政
等
仰
を
奉
つ
り
て
御
先
に
参
り
諸
事
を
沙
汰
す
、
江
戸
城
も
破
壊
せ
し
所
あ
る
に
よ
り
て
是
を
修
補
す
」
と
も
あ
る
。
家
康
の
江
戸
城
へ
の
入
封
の
日
に
つ
い
て
は
、
明
確
を
欠
く
部
分
が
多
い
。
こ
の
点
、
の
ち
に
家
康
の
関
東
入
国
を
八
月
一
日
と
す
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
行
動
内
容
が
き
わ
め
て
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
関
東
入
国
が
公
表
さ
れ
た
直
後
に
小
田
原
攻
略
戦
の
総
指
揮
者
で
あ
る
豊
臣
秀
吉
が
、
七
月
十
五
日
に
江
戸
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
家
康
は
二
十
九
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
小
田
原
を
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
不
自
然
で
あ
る
。
む
し
ろ
本
来
な
ら
ば
江
戸
の
居
城
が
決
定
し
て
い
る
家
康
が
先
行
し
、
江
戸
に
お
い
て
秀
吉
を
出
迎
え
る
と
い
う
順
序
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
、
中
村
（旧）
孝
也
氏
は
『
徳
川
家
康
公
伝
』
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
（前略）移封の命を受けた七月十一一一日、公（家康）は黙って領承し、｜言も物言わず、秀吉の奥州進発に先だって小
（十五日力）
（二十四日力）
田
原
を
発
し
て
江
戸
に
入
り
、
十
九
日
江
戸
に
着
い
た
秀
吉
を
迎
え
、
二
十
日
に
奥
州
出
発
を
見
送
り
、
廿
六
日
以
後
の
某
日
急
い
で
下
野
宇
都
宮
に
赴
い
て
先
着
せ
る
秀
吉
に
面
会
し
、
織
田
信
雄
に
対
す
る
秀
吉
の
勘
気
融
和
を
請
い
、
引
返
し
て
八
月
朔
日
正
式
に
江
戸
城
に
入
城
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
八
朔
は
公
の
関
東
入
国
の
記
念
日
と
し
て
、
後
世
永
く
祝
福
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
家
康
は
秀
吉
よ
り
先
に
江
戸
に
着
き
、
改
め
て
出
迎
え
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
家
康
が
十
九
日
に
江
戸
に
着
い
た
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
恐
ら
く
二
十
日
に
は
江
戸
に
到
着
し
、
翌
二
十
一
日
に
は
法
恩
寺
に
お
い
て
秀
吉
と
面
談
し
、
一
一
十
四
日
に
奥
州
へ
出
発
す
る
秀
吉
を
見
送
り
、
二
十
六
日
以
降
に
宇
都
宮
に
お
い
て
再
び
秀
吉
に
対
談
し
た
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か。
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
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注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
水
江
漣
子
氏
の
『
家
康
入
国
』
に
よ
る
と
、
七
月
二
十
一
日
に
秀
吉
が
江
戸
の
報
恩
寺
に
泊
り
家
康
と
対
坐
し
た
と
い
う
の
は
確
証
が
な
い
（Ｍ）
としなが一ｂも次のように記している。
「
文
政
寺
社
方
書
上
」
に
は
、
お
よ
そ
九
百
八
十
の
寺
が
記
さ
れ
て
あ
り
、
そ
の
う
ち
起
立
年
代
を
あ
き
ら
か
に
で
き
る
も
の
の
な
か
か
ら
、
天
正
十
八
年
以
前
に
起
立
し
た
も
の
を
求
め
る
と
、
少
く
と
も
七
十
二
の
寺
院
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
（
『
文
京
区
史
』
第
二
巻
）
。
な
か
で
も
、
浄
土
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宗
が
多
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
法
恩
寺
も
日
蓮
宗
で
、
も
と
本
住
院
と
も
よ
ば
れ
、
京
都
本
国
寺
の
触
頭
で
あ
っ
た
。
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
太
田
道
濯
の
孫
の
資
高
が
父
の
資
康
の
十
三
回
忌
に
あ
た
っ
て
、
下
平
河
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。
六
十
年
を
経
た
由
緒
あ
る
古
寺
と
し
て
、
小
田
原
に
も
知
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
江
戸
城
は
、
そ
の
大
永
四
年
に
、
上
杉
氏
か
ら
北
条
氏
綱
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
小
田
原
の
秀
吉
が
、
法
恩
寺
を
旅
宿
と
し
て
え
ら
ん
だ
の
も
、
事
実
と
し
て
み
て
不
自
然
で
は
な
い
。
ま
た
、
も
し
秀
吉
が
七
月
二
十
一
日
ま
で
江
戸
に
い
た
と
す
れ
ば
『
武
徳
編
年
集
成
』
天
正
十
八
年
七
月
に
、
廿
四
日
、
秀
吉
江
府
ヲ
発
シ
玉
フ
、
是
奥
州
ノ
敵
徒
平
均
ノ
爲
也
とあるのをはじめ、『大業広記』『大三川志』などが、秀吉の江戸出発を七月二十四日としていることが生きてくるの
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
「
家
忠
日
記
」
に
お
い
て
は
、
八
月
一
日
に
家
康
が
江
戸
入
封
し
た
と
い
う
記
載
が
な
い
の
も
検
討
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
が
、
八
朔
の
祝
日
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
説
に
よ
れ
ば
寛
永
期
以
降
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
入
封
は
き
わ
め
て
簡
単
な
儀
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
右
の
水
江
氏
の
論
証
か
ら
も
、
法
恩
寺
の
「
文
政
寺
社
方
書
上
」
の
記
事
内
容
は
誤
り
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
こ
こ
で
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
江
戸
城
が
必
ず
し
も
粗
末
な
城
で
は
な
く
、
関
東
へ
入
国
し
た
家
康
の
居
城
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
明
記
法
政
史
学
第
四
十
七
号
である。
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下
野
国
宇
都
宮
か
ら
家
康
は
再
び
二
十
六
日
以
降
江
戸
入
り
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
従
来
の
説
に
よ
る
と
江
戸
を
通
り
越
し
て
か
ら
東海道あるいは他の往還筋を利用して入城したということになる。このように家康の江戸打入りには、非公式（七月二十
日
頃
以
降
）
と
公
式
の
八
月
一
日
の
二
度
に
わ
た
っ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
八
月
一
日
の
江
戸
打
入
り
に
つ
い
て
は
、
東
海
道
及
び
他
の
脇
往
還
の
ル
ー
ト
の
利
用
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
か
な
り
あ
る
。
こ
の
点
、
鈴
木
理
生
氏
は
『
江
戸
と
城
下
町
』
に
お
い
て
「
家
康
と
す
れ
ば
、
新
領
国
が
あ
る
関
東
六
か
国
の
枢
要
な
地
点
に
位
置
す
る
武
蔵
国
江
戸
に
入
る
の
に
、
か
っ
て
の
武
蔵
国
府
の
所
在
地
を経由することになんらかの意義を見出したであろうし（中略）大軍を安心して通過させ得る道として安定性の大きい経
（旧）
略
を
選
ぶ
と
い
う
実
利
面
も
あ
っ
た
」
こ
と
か
ら
「
鎌
倉
ｌ
府
中
ｌ
江
一
Ｐ
を
経
由
す
る
コ
ー
ス
こ
そ
、
当
時
の
一
般
的
感
覚
と
す
れ
ば
ス
ト
（旧）
レートのコースであった」と記している。この行程は、家康の死後の翌年、一元和三年（一六一七）四月駿河国久能山の神
枢
を
移
葬
す
る
た
め
小
田
原
か
ら
中
原
御
殿
に
至
り
、
こ
こ
か
ら
東
海
道
を
経
由
せ
ず
、
武
蔵
国
府
中
御
殿
に
着
き
、
さ
ら
に
川
越
仙
波
の
喜
多院に至り、忍城から下野国佐野に至った行程からも推測できるのである。しかも八月一日、つまり「八朔」の入城の場
（Ⅳ）
ムロにおいても、鈴木氏は次のように記している。
（前略）家康に雇従して江戸入りをした軍勢の大部分は甲州から撤退し府中に集結していた軍団であり、家康は従軍
にわ
中
の
宇
都
宮
か
ら
遼
か
に
、
馬
廻
り
を
従
え
た
程
度
の
僅
か
な
手
勢
で
、
恐
ら
く
宇
都
宮
ｌ
古
河
ｌ
川
越
ｌ
府
中
へ
と
、
こ
れ
ま
た
長
い
時代にわたり陸上交通路として安定的に利用されていた経路をたどり、甲州からの軍団と府中で合流、矢野氏（鎌倉
幕
府
に
よ
り
江
戸
氏
の
監
視
を
兼
ね
、
江
戸
を
中
心
に
東
国
に
お
け
る
水
陸
の
通
運
機
能
を
一
手
に
掌
握
し
て
い
た
在
地
土
豪
。
「
由
緒
徳川家康は、すでに先発の松平家忠が七月十八日に江戸に着いたのち二十日頃に江戸に入っているが、やがて、一一十四
日に奥州平定のために出陣した秀吉の後を追って、下野国宇都宮に向かったのである。これは織田信長の次男信雄が、家
康
の
旧
領
五
か
国
へ
の
国
替
え
を
拒
絶
し
た
た
め
秀
吉
の
怒
り
を
か
つ
た
が
、
そ
れ
を
解
く
た
め
信
雄
の
頼
み
に
よ
っ
て
出
発
し
た
と
い
わ
れ
ている。
四
徳
川
氏
の
江
戸
入
城
行
程
の
再
検
討
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
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この見解はきわめて傾聴に値する指摘といってよいであろう。家康の江戸入封にあたっては、「武徳編年集成」による
と
、
甲
斐
国
奉
行
の
一
人
で
あ
っ
た
「
成
瀬
吉
右
衛
門
正
一
ハ
九
年
以
前
甲
陽
御
打
入
ノ
時
、
最
初
二
遣
ハ
サ
レ
ド
国
人
ヲ
従
ハ
シ
メ
政
務
ヲ
（旧）
執シメ玉フ、先蹴二依テ武川鉢形二遣ハシ暫ク彼城ヲ守一フシメ」とある。つまり、武田家臣団の系譜を重視する家康は、
正式の江戸打入りに当っても、宇都宮から府中に至り、ここで天正十年（一五八二）の甲斐国入部の吉例にならって、国
奉行の成瀬正一が先導する八千人の軍団と合流し、隊伍を整えて江戸へ入ったとみるのである。府中の馬市は家康の関東
入
国
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
家
康
は
こ
の
「
奥
州
馬
」
が
集
ま
る
府
中
馬
市
を
重
視
し
て
保
護
し
て
い
る
が
、
こ
の
馬
市
は
江
戸
前
期
に
徳
川
氏
の
軍
用
馬
の
調
達
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
当
っ
て
、
江
戸
を
居
城
と
し
、
関
東
領
国
支
配
の
政
治
的
拠
点
と
し
た
場
合
、
江
戸
西
郊
の
武
蔵
国
多
摩
郡
が
重
要
な
後
背
地
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
場
合
、
多
摩
郡
の
地
域
の
拠
点
を
な
し
た
の
は
六
所
宮
や
馬
市
が
存
在
し
た
府
中
と
八
王子城下の元八王子周辺である。この二点を地域的行政上の中心に位置づけることによって、多摩郡の広域的掌握と山之
根
地
方
の
再
開
発
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
（別）
次に徳川家康の関東入国に当り、『朝野旧聞夏藁』によって、天正十八年八月一日の条をみることにしよう。
八月大－日庚午干支原本家忠日記による江戸に至らせらる＆により、細井喜八郎勝久、品川の鐸に出て御駕を迎へ奉る。
此
時
御
手
っ
か
ら
目
貫
を
賜
ふ
、
又
勝
久
が
年
老
た
る
を
憐
み
給
ひ
騎
馬
に
て
従
ひ
奉
る
へ
き
む
ね
恩
命
あ
り
、
この原典として「貞享酬八糊書上」「大三川志」が記載されている。
市
谷
本
村
の
浪
士
嶋
田
主
計
、
浜
中
太
郎
兵
衛
、
宇
田
川
利
左
衛
門
、
杉
山
七
郎
兵
衛
、
長
尾
庄
兵
衛
、
依
田
権
左
衛
門
等
御
迎
と
し
法
政
史
学
第
四
十
七
号
書」によれば、
と考えられる。
て川崎宿に至る。
史
料
は
「
文
政
町
方
市
谷
本
村
町
書
上
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
増
上
寺
の
僧
存
應
門
前
に
て
拝
謁
す
、
依
て
渡
御
あ
り
し
に
存
應
御
茶
を
献
す
。 （旧）
矢野氏が武蔵の府中で家康を出迎えたという記載もある．…：筆者）の先導をうけて江一戸入りしたもの
￣
○
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こ
の
記
載
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
城
の
行
程
は
、
東
海
道
を
通
り
多
摩
川
を
渡
河
し
て
、
品
川
を
経
て
い
る
。
こ
の
と
き
市
谷
本
村
の
牢
人
、
開
発
人
と
百
姓
が
川
崎
宿
ま
で
迎
え
に
出
て
お
り
、
さ
ら
に
増
上
寺
の
門
前
に
て
住
職
源
誉
存
應
が
茶
を
献
じ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
江
戸
城
へ
入
城
し
た
の
で
あ
り
、
世
人
は
こ
れ
を
「
関
東
御
入
国
」
と
称
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
（市場）
こ
れ
と
は
別
に
、
内
藤
清
成
の
『
天
正
日
記
』
と
い
う
書
物
に
よ
れ
ば
「
八
月
朔
日
か
の
え
む
ま
は
れ
る
。
い
ち
は
迄
藤
兵
衛
権
右
衛
（小向）
門
、
小
む
か
ひ
に
て
、
忠
右
衛
門
い
る
ノ
ー
書
付
出
す
、
八
半
時
貝
塚
へ
御
着
、
御
膳
被
二
召
上
一
、
七
時
過
御
入
城
、
め
で
た
さ
申
ば
か
り
な
（別）
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
家
康
の
入
国
は
、
川
崎
の
西
方
、
多
摩
川
沿
い
の
武
蔵
国
橘
樹
郡
市
場
、
同
小
向
を
経
て
桜
田
付
近
の
貝
塚
へ
到
着
し
、
江
戸
城
へ
入
城
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
行
程
は
、
さ
き
の
東
海
道
筋
を
通
っ
た
行
程
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
「
天
正
日
記
」
の
信
愚
性
は
薄
い
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
の
記
載
は
、
七
月
二
十
日
頃
の
非
公
式
の
江
戸
打
入
り
に
は
、
一
応
、
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
八
月
一
日
の
入
封
に
当
っ
て
は
、
こ
の
記
録
と
は
別
に
む
し
ろ
武
蔵
国
多
摩
郡
の
府
中
か
ら
の
江
戸
入
城
と
考
え
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
大
い
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
徳川氏の関東入国に関する一考察（村上）
出典は「創業記考異」「家忠日記追加」「戸田本一一一河記」「三河記摘要」「泰政録」「武徳編年集成」「落穂集」「雑語筆記」があげ
られている。このうち「家忠日記追加」には「八月一日大神君兵ヲ率シテ、武州江戸ノ城一一移り給フ囚制凹是ヲ俗二関東御入国
卜
云
、
江
戸
ノ
城
ハ
遠
山
左
衛
門
佐
景
政
力
居
城
也
一
云
々
」
と
あ
り
、
「
一
一
一
河
記
摘
要
」
に
は
「
八
月
朔
日
武
州
江
戸
へ
御
移
徒
あ
り
、
是
を
関
東
御
入国といふ」、「武徳編年集成」には「（八月）朔日神君武州豊嶋郡江戸ノ城二遷リタマフ同側凹俗間二江戸御打入卜称ス」。「落
穂
集
」
に
は
「
天
正
十
八
年
八
月
朔
日
、
家
康
公
小
田
原
を
御
発
駕
被
レ
遊
、
江
戸
の
御
城
へ
移
ら
せ
ら
る
。
是
を
俗
に
其
御
時
代
よ
り
ロ
ハ
今
に
い
た
る
ま
で
関
東
御
入
国
と
は
申
候
と
な
り
」
と
あ
る
。
史
料
は
「
大
三
川
志
」
「
祐
天
物
語
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
城
に
入
ら
せ
給
ふ
、
世
是
を
関
東
御
入
国
と
い
ふ
。
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○
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
を
居
城
と
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命
に
従
い
決
定
し
た
と
い
う
の
が
、
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
（、）
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
石
川
正
西
聞
見
集
」
の
記
載
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
次
に
そ
れ
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
（景政）
小
田
原
落
城
之
後
、
秀
吉
公
会
津
迄
御
下
有
て
家
康
様
御
在
城
は
江
戸
可
然
ら
ん
と
御
め
き
団
の
よ
し
、
其
比
は
江
一
Ｐ
は
遠
山
居
城
に
て
（粗）
ば
か
り
い
か
に
も
麓
相
町
屋
な
と
も
か
や
ふ
き
の
家
百
計
も
あ
る
か
な
し
の
躰
、
城
も
か
た
ち
計
に
て
城
の
や
》
っ
に
も
無
之
あ
さ
ま
し
き
を
き
と
（搬倉）
くに秀吉公御見立被成候とて、諸人かんし申候、全日の例ならはかきくらを御さしつ可被成事也、又は小田原可然と可
（舟）
被
仰
御
事
也
と
皆
人
申
つ
る
、
右
両
所
は
ふ
な
入
も
な
く
江
一
戸
に
は
お
と
り
た
る
所
な
り
、
江
一
Ｐ
は
年
々
に
万
事
さ
か
へ
ま
し
秀
吉
公
の
御
目
聞
申
も
お
ろ
か
に
て
御
座
候
。
（羽）
ま
た
、
「
同
書
」
の
他
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
（忠吉）
（武田信吉）
関
東
御
入
国
之
比
は
、
江
戸
御
城
は
御
本
丸
之
外
一
一
シ
御
丸
御
座
候
つ
る
、
此
内
一
シ
は
福
松
様
御
座
候
つ
る
、
又
一
シ
に
ハ
御
万
様
御
座
候
つ
る
是
を
一
シ
に
被
成
、
今
の
御
本
丸
に
成
申
候
、
山
の
手
は
皆
野
原
に
て
御
座
候
つ
る
西
の
御
丸
も
野
に
て
御
座
候
つ
る
を
新
儀
に
被
成
立
候
、
山
の
手
の
惣
堀
も
其
以
後
に
被
仰
付
、
御
ほ
ら
せ
被
成
候
西
の
御
丸
も
堀
そ
こ
よ
り
石
垣
に
被
成
可
然
と
皆
々
被
御
申
上
候
へ
共
、
将
軍
様
御
合
点
不
被
成
中
ほ
と
よ
り
石
垣
に
被
仰
付
候
、
か
や
う
に
略
被
成
候
儀
も
諸
人
苦
身
御
い
た
ハ
リ
と
其
比
下
々
取
沙
（多）
汰
申
候
つ
る
、
江
戸
中
の
御
普
請
の
事
も
本
田
佐
渡
殿
み
な
御
さ
し
つ
次
第
に
て
候
。
（
以
下
略
）
こ
の
二
カ
所
の
記
載
に
よ
る
と
、
必
ず
し
も
江
戸
城
の
景
観
に
つ
い
て
は
一
定
し
て
い
な
い
。
ま
ず
先
に
「
城
も
か
た
ち
計
に
て
城
の
や
う
に
も
無
之
あ
さ
ま
し
き
を
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
後
で
は
「
関
東
御
入
国
之
比
は
、
江
戸
御
城
は
御
本
丸
之
外
ニ
ッ
御
丸
御
座
候
つ
る
」
と
あ
（別）
次に「岩渕夜話別集」によってみるこし」にしよう。
関八州家康公御領知トナリ候へトモ御在城ノ義ハ未何方トモ不し被二仰出一去二依テ御旗本ノ諸人ノ積十人一一七八人ハ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
相川小田原卜推量仕ル其内一一一一一人モ鎌倉ニテ可有御座カナト申衆モアリ、然ル処二秀吉公卜御相談，ノ上ニテ武州江戸
五
関
東
入
国
当
時
の
江
戸
城
の
実
態
法
政
史
学
第
四
十
七
号
一一一
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右百年以前関東御入国ノ剛ノ江戸ノ様子承り伝へ考見候へハ、今如此ノ都卜罷ナル様子ニハ不被存然ルー一茅野蘆原ノ
時
後
々
末
々
迄
繁
昌
ノ
地
タ
ル
ヘ
キ
ト
御
下
墨
被
遊
大
神
君
ノ
御
賢
盧
奉
感
モ
愚
也
、
こ
れ
に
よ
る
と
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
江
戸
入
城
が
決
め
ら
れ
た
が
、
江
戸
城
は
き
わ
め
て
粗
末
で
あ
り
、
東
の
方
は
汐
入
の
芦
原
で
あ
り
、
西
南
の
方
も
萱
原
が
武
蔵
野
の
方
ま
で
続
き
、
城
も
小
さ
く
堀
の
幅
も
狭
い
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
国
直
後
は
江
戸
城
及
び
周
辺
の
景
観
は
き
わ
め
て
関
東
領
国
の
居
城
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
家
康
が
城
や
城
下
町
の
整
備
と
共
に
、
再
建
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
や
が
て
江
戸
幕
府
の
政
治
的
拠
点
に
拡
充
さ
せ
て
い
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
後
世
の
史
書
に
は
、
矛
盾
が
み
と
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
江
戸
城
が
粗
末
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
他
方
で
は
本
丸
と
二
の
丸
が
あ
る
な
ど
城
と
し
て
の
景
観
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
な
ど
で
あ
る
。
次
に
「
岩
渕
夜
話
別
集
」
に
よ
れ
ば
、
重
要
な
記
載
も
あ
る
。
そ
れ
は
「
秀
吉
公
卜
御
相
談
ノ
上
ニ
テ
武
州
江
戸
ヲ
御
居
城
卜
被
仰
出
」
と
（”）
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
『
朝
野
旧
聞
哀
藁
』
の
所
収
史
料
と
し
て
「
弘
織
録
」
の
記
事
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
（玉力）
武州浦和之宿真一一一一呈示新儀流国蔵院に代々申伝候へ者、神君天正十八年八月朔日入国之剛、浦和之地を御在城に可被遊
（悪力）
御
取
立
哉
之
』
日
、
御
自
身
御
見
分
を
被
遂
候
に
御
要
害
は
宜
敷
被
爲
恩
召
候
得
辻
〈
、
津
口
船
人
要
敷
に
依
て
被
相
止
江
戸
城
二
取
極
被
遊
候
、
依
之
御
普
譜
之
内
此
国
蔵
院
に
被
遊
御
遷
座
候
由
、
今
以
寺
僧
申
伝
ふ
、
又
同
駅
二
国
蔵
坊
と
申
候
験
者
、
今
に
至
て
代
々
存
在
す
、
拙
者
方
に
神
君
金
子
五
両
借
用
被
遊
候
、
御
墨
付
御
判
物
所
持
仕
候
よ
し
、
今
以
猶
慥
に
申
伝
候
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
し
、
御
城
ヨ
リ
北
西
普
請
ノ
手
間
少
キ
也
、
、
、
、
、
、
、
、
「フ御居城卜被仰出付諸人手「フ打テ是ハイカニト驚・ク子細ハ、其時迄ハ東，ノ方平地ノ分ハ麦モカシコモ汐入ノ芦原ニテ
町
屋
、
侍
屋
敷
ヲ
十
町
卜
割
付
ヘ
キ
様
モ
ナ
ク
、
初
又
西
南
ノ
方
ハ
ヒ
ャ
ウ
ノ
く
Ｉ
卜
菅
一
原
武
蔵
野
へ
ツ
ッ
キ
ト
コ
ヲ
シ
マ
リ
卜
云
ヘ
キ
様
モ
ナ
シ
、
御
城
卜
申
セ
ハ
昔
ヨ
リ
一
国
ト
持
大
将
，
ノ
住
タ
ル
ニ
モ
非
ス
、
上
杉
家
ノ
家
老
大
田
道
灌
斎
初
テ
縄
ヲ
張
取
立
、
其
後
北
条
家
ノ遠山居住セシ迄ナレハ、城モチイサク堀ノ幅モ狭ク門塀，ノ躰迄、中々浅間ナル様子ナレハ関八州ノ大守ノ御座城卜
可
被
成
様
躰
ニ
ハ
人
々
不
存
寄
モ
理
リ
ナ
リ
、
然
ル
ー
段
々
御
普
請
ヲ
仰
付
ラ
レ
御
旗
本
小
身
衆
ハ
地
形
二
手
間
ヲ
ト
ラ
ヌ
様
ニ
ト
仰
ラ
レ、御城ヨリ北西一一アタリ大番町トテ最初二屋鋪割ヲ被仰付、誠二御積ノ如ク岡，ノ土ヲ引ナラシテ谷ヲ埋アケ候１へ
（中略）
￣
＝￣
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以
上
、
近
世
後
期
の
編
さ
ん
史
料
に
よ
っ
て
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
御
打
入
り
に
関
す
る
文
献
に
基
づ
き
考
察
し
て
き
た
が
、
次
に
近
年
中
世
史
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
関
東
入
国
時
に
関
す
る
江
戸
城
及
び
江
戸
周
辺
の
状
況
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
（配）
黒
田
基
樹
「
江
戸
城
将
遠
山
氏
に
関
す
る
考
察
ｌ
北
条
氏
の
領
域
支
配
体
制
へ
の
位
置
付
け
を
中
心
に
ｌ
［
及
び
長
塚
孝
「
江
戸
在
（羽）
（卯）
番
衆
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
北
条
氏
秀
の
動
向
と
江
戸
地
域
を
中
心
に
Ｉ
」
、
同
「
戦
国
期
江
一
戸
の
地
域
構
造
」
に
よ
り
、
戦
国
期
に
お
け
る
江
戸
の
位
置
付
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
最
近
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
黒
田
氏
が
「
『
御
隠
居
様
』
北
条
氏
政
と
江
戸
地
域
（別）
ｌ
戦
国
末
期
江
一
Ｐ
の
史
的
位
置
Ｉ
」
に
よ
っ
て
一
層
明
確
化
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
．
こ
の
黒
田
論
文
は
、
天
正
八
年
八
月
以
後
「
御
隠
居
様
」
と
称
さ
れ
北
条
氏
政
を
中
心
に
戦
国
末
期
に
お
け
る
北
条
領
国
に
お
い
て
江
戸
地
域
の
占
め
る
位
置
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
こ
れ
に
よ
る
と
、
江
戸
城
を
居
城
に
選
定
す
る
に
当
っ
て
は
、
必
ず
し
も
秀
吉
の
命
を
そ
の
ま
ま
う
け
て
決
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
は
じ
め
家
康
自
身
に
お
い
て
は
武
蔵
国
足
立
郡
浦
和
付
近
を
居
城
に
決
め
よ
う
と
し
た
が
、
内
陸
地
域
で
あ
り
、
物
資
を
水
運
に
よ
っ
て
運
ぶ
の
に
不
便
で
あ
る
た
め
、
結
局
江
戸
湾
に
面
し
、
船
入
り
に
便
利
な
江
戸
に
決
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
浦
和
説
に
つ
い
て
は
、
『
参
考
落
穂
集
』
に
も
「
浦
和
の
地
を
御
在
城
に
御
取
立
遊
哉
と
て
御
自
身
御
見
分
遂
ら
れ
し
」
と
あ
り
、
家
康
自
ら
の
浦
和
の
選
定
意
（妬）
向
が
強
く
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
江
一
Ｐ
の
選
定
は
秀
吉
と
の
合
意
で
あ
る
と
辻
〈
に
、
む
し
ろ
家
康
が
側
近
の
本
多
佐
渡
守
正
信
ら
を
筆
頭
と
し
、
地
方
巧
者
の
意
向
を
採
り
入
れ
な
が
ら
決
定
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（幻）
こ
の
点
に
つ
い
て
竹
越
与
三
郎
著
『
日
本
経
済
史
』
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
の
江
戸
を
居
城
す
る
経
緯
に
つ
い
て
「
家
康
当
時
、
豈
に
天
下
の
中
心
と
し
て
、
江
戸
を
経
営
せ
し
も
の
な
ら
ん
や
、
秀
吉
の
勧
誘
に
従
っ
て
、
｜
時
之
に
従
ひ
し
の
み
、
而
し
て
江
戸
を
居
城
と
定
む
る
に
（立脱力）
先
ち
て
、
彼
は
武
蔵
の
浦
和
を
検
討
し
て
、
此
に
居
城
を
定
め
ん
と
せ
し
が
、
其
地
、
兵
要
よ
り
見
れ
ば
、
最
も
安
全
な
る
も
、
海
に
遠
く
し
て
、
船
舶
の
出
入
の
自
由
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
遂
に
江
戸
に
決
し
た
り
し
な
り
」
と
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
が
す
で
に
と
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
弘
織
録
」
に
つ
い
て
は
「
朝
野
旧
聞
夏
藁
」
の
編
さ
ん
者
は
「
按
す
る
に
此
書
載
る
所
、
元
よ
り
信
す
る
に
足
ら
さ
れ
と
も
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
徳
川
氏
が
江
戸
を
決
定
す
る
当
時
の
事
情
を
伝
え
る
史
料
の
一
つ
と
み
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
六
戦
国
末
期
か
ら
近
世
へ
の
移
行
期
の
江
戸
の
位
置
法
政
史
学
第
四
十
七
号
一
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あ
る
。
ま
ず
関
東
全
域
の
支
配
を
志
向
す
る
小
田
原
北
条
氏
に
と
っ
て
、
天
正
十
年
代
は
そ
の
最
終
段
階
に
入
っ
た
と
指
摘
す
る
。
氏
政
に
よ
る江戸系列の諸地域に対する支配が展開されるからで、本城小田原の支城といわれる江戸城は、すでに江戸湾支配の拠点
で
あ
り
、
そ
の
江
戸
湾
は
、
そ
こ
に
注
ぐ
古
利
根
・
大
日
川
水
系
な
ど
諸
河
川
を
結
び
付
け
る
、
関
東
の
再
生
産
構
造
を
担
う
重
要
な
位
置
に
あったとみるのである。さらに南武蔵支配の重要拠点であったことは、軍事的にも江戸在番城の動向がよく示していると
いう。また江戸は水上交通の他、陸上交通の面においても、諸街道の結節点に位置する重要な位置にあったといわれ、小
田原が本城であったとしても、氏政の「江戸がいわば関東八州全域の支配確立にあたって中核的拠点としての性格を有す
る
に
い
た
っ
た
と
位
置
付
け
」
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
さらに、近年では、こうした研究動向を裏づける古文書による研究や考古学上の発掘調査も行われている。
こ
れ
ら
に
は
図
録
で
あ
る
「
江
戸
湾
の
歴
史
１
１
中
世
・
近
世
の
湊
と
人
び
と
ｌ
』
（
横
浜
開
港
資
料
館
）
、
『
海
に
ひ
ら
か
れ
た
ま
ち
１１中世都市・品川ｌ」（品川歴史館）、『下町・中世再発見」（葛飾区郷土と天文の博物館）などがあげられるが、特
に
こ
こ
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
『
中
世
の
江
戸
城
と
そ
の
城
下
１
１
中
世
武
蔵
の
戦
乱
と
祈
り
ｌ
」
（
千
代
田
区
立
四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館）をみることにしよう。同書の「中世の江戸城とその城下」において遺跡の発掘や出土品をあげて、次のように記して
館）一
いる。徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
このように遺跡からの資料や文献資料から中世の江戸城やその城下の様子を窺い知ることができました。それでは少
し
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
太田道灌の江戸城は、多くの文人や高僧が訪れるなど文化的にも華やかな地であり、江戸湊には多くの船舶や物資
が
集
ま
る
と
い
っ
た
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
鍛
冶
橋
か
ら
出
土
し
た
室
町
時
代
頃
の
人
骨
に
は
、
当
時
外
国
か
ら
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
梅
毒
の
痕
跡
が
あ
り
、
国
際
交
流
さ
え
あ
っ
た
可
能
性
ま
で
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
城
の
市
街
地
に
は
江
戸
城
東
側
の
大
手
町
・
丸
の
内
と
い
っ
た
地
域
が
城
下
を
構
築
す
る
重
要
な
村
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れらの地域から出土する遺物は、板碑・人骨といった墓阯に伴うもので、多くの人々が暮らし、供養の場が数多く
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
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以
上
、
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
を
政
治
的
拠
点
に
決
定
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。
ま
ず
天
正
十
四
年
、
秀
吉
の
私
戦
停
止
令
と
い
う
べ
き
「
関
東
・
奥
両
国
惣
無
事
」
令
の
発
布
に
当
り
、
そ
の
執
行
を
命
じ
ら
れ
た
家
康
は
、
こ
の
時
点
か
ら
関
東
・
奥
羽
へ
の
志
向
を
強
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
豊
臣
・
北
条
氏
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
中
心
に
位
置
し
た
家
康
は
、
小
田
原
攻
略
戦
に
三
万
人
の
軍
勢
を
投
入
し
、
積
極
的
に
小
田
原
城
開
城
降
伏
工
作
の
役
割
を
果
た
し
、
最
終
的
な
城
の
請
取
り
ま
で
務
め
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
関
東
移
封
は
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
秀
吉
の
発
意
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
家
康
の
意
向
を
充
分
に
組
み
入
れ
な
が
ら
、
両
者
の
合
意
に
よ
る
決
定
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
徳
川
家
康
の
江
戸
打
入
り
は
天
正
十
八
年
八
月
一
日
、
つ
ま
り
「
八
朔
」
の
吉
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
家
忠
日
記
」
や
「
三
河
物
語
」
に
は
そ
の
記
載
は
な
く
、
「
武
徳
大
成
記
」
「
三
河
記
」
な
ど
も
僅
か
に
「
八
月
一
日
、
大
神
君
兵
ヲ
率
ヰ
テ
、
武
州
江
戸
ノ
城
二
移
り
玉
フ、是ヲ俗一一関東御人国卜云う」とあるのみで詳細な記載は全くない。むしろ家康はそれ以前から、秀吉の行動に合わせて江
戸
に
到
着
し
公
式
の
入
国
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
従
来
の
入
国
当
時
を
記
し
た
文
献
内
容
を
否
定
す
べ
き
考
古
学
上
の
成
果
が
記
し
て
あ
る
。
な
お
、
文
献
に
お
い
て
も
こ
れ
を
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
史
書
も
あ
る
。
『
天
正
十
八
年
御
入
国
ヨ
リ
御
府
内
井
村
方
旧
記
』
（
練
馬
古
文
書
研
究
会
編
）
に
よ
る
と
次
の
よ
（ママ）
宮
っ
に
あ
る
。
「
下
練
馬
村
之
儀
者
、
天
正
十
八
年
庚
寅
小
田
原
落
城
後
、
関
八
州
権
現
様
御
手
二
入
、
極
月
江
戸
御
城
入
、
御
家
人
御
供
、
近
在
百
姓
家
を
借
宅
、
御
番
等
御
勤
之
所
、
卯
年
不
残
御
引
移
之
由
」
と
あ
り
、
当
初
は
御
家
人
の
供
は
、
近
く
の
百
姓
家
に
借
宅
し
て
御
番
等
を
勤
め
た
が
、
翌
年
に
引
き
移
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
江
戸
付
近
に
か
な
り
の
百
姓
家
が
存
在
し
て
い
た
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
である。
お
わ
り
に
法
政
史
学
第
四
十
七
号
こ
の
よ
う
に
、
記
録
や
中
世
の
遺
跡
を
検
証
し
て
み
る
と
、
中
世
の
江
戸
城
を
取
り
巻
く
地
域
は
、
葦
や
茅
の
広
が
る
原
野
で
、
き
わ
め
て
貧
弱
で
あ
っ
た
と
い
う
解
釈
は
あ
ま
り
適
切
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
城
下
に
は
江
戸
湊
を
中
心
と
し
た
中
世
都
市
が
広
がっていたので●しよう。
’一ハ
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行割、天正検辿
る
と
い
え
よ
う
。
中
世
末
、
戦
国
期
の
江
戸
城
は
小
田
原
北
条
氏
の
支
城
で
あ
っ
た
が
、
北
条
氏
政
が
「
御
隠
居
様
」
と
し
て
領
域
支
配
を
行
い
、
関
東
領
国
の
経
営
に
お
い
て
軍
事
・
民
政
の
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
き
た
。
近
く
に
品
川
湊
そ
の
他
の
繁
栄
も
み
ら
れ
江
戸
湾
を
控
え
た
江
戸
の
位
置
は
、
考
古
学
上
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
、
葦
や
茅
が
広
が
る
原
野
だ
け
で
は
な
く
、
す
で
に
戦
国
期
に
は
江
戸
湊
を
中
心
に
城
下
の
町
が
広
が
っ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
家
康
は
関
東
入
国
を
契
機
と
し
て
、
五
か
国
領
有
時
代
の
個
別
支
配
を
克
服
し
、
は
じ
め
て
関
東
一
円
の
領
国
支
配
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
戦
国
期
以
来
の
江
戸
の
重
要
性
を
充
分
に
視
野
に
入
れ
な
が
ら
積
極
的
に
、
そ
の
継
承
を
は
か
っ
た
も
の
と
（犯）
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
の
小
田
原
・
鎌
倉
・
浦
和
等
の
政
治
的
拠
点
の
候
補
地
を
選
ば
ず
、
江
戸
が
選
定
さ
れ
た
の
は
、
地
形
上
の
好
条
件
を
含
め
、
恐
ら
く
側
近
の
本
多
正
信
や
代
官
頭
伊
奈
忠
次
、
大
久
保
長
安
、
彦
坂
元
正
ら
の
地
方
巧
者
の
進
言
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
秀
吉
と
の
合
意
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
、
関
東
入
国
直
後
か
ら
開
始
さ
れ
る
家
臣
団
の
知
行
割
、
天
正
検
地
の
実
施
、
寺
社
領
対
策
、
河
川
の
改
修
と
開
削
が
き
わ
め
て
迅
速
に
進
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
背
景
と
し
て
い
江
戸
の
居
城
の
設
定
に
お
い
て
、
江
戸
近
郊
の
武
蔵
野
台
地
は
最
も
重
要
な
後
背
地
で
あ
り
、
武
蔵
国
多
摩
郡
府
中
と
八
王
子
は
そ
の
重
要
な
地
域
的
拠
点
で
あ
っ
た
。
甲
州
武
田
旧
臣
を
含
め
て
地
域
行
政
を
進
行
す
る
に
当
り
、
由
緒
・
伝
統
を
重
視
し
て
府
中
か
ら
江
戸
入
城
を
は
か
っ
た
と
み
る
の
は
き
わ
め
て
妥
当
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
江
戸
城
は
粗
末
な
城
で
あ
り
、
閑
散
と
し
た
周
辺
で
は
な
く
「
文
政
寺
社
方
書
上
」
や
「
石
川
正
四
聞
見
集
」
の
記
載
の
一
部
か
ら
も
入
国
し
た
家
康
の
居
城
に
相
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
家
康
の
関
東
入
国
は
、
広
大
な
関
東
の
地
域
性
と
北
条
氏
政
の
「
御
隠
居
様
」
と
し
て
の
領
域
支
配
や
江
戸
城
及
び
城
下
の
存
在
を
充
分
に
視
野
に
入
れ
、
積
極
的
に
確
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
江
戸
後
期
に
作
成
さ
れ
た
史
書
の
多
く
は
、
中
世
と
近
世
の
断
絶
性
を
強
調
す
る
た
め
、
粗
末
な
江
戸
か
ら
急
速
な
江
戸
の
発
展
を
描
こ
う
と
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
、
新
た
な
戦
国
期
の
文
献
上
の
研
究
成
果
と
考
古
学
上
の
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
、
従
来
の
通
説
的
理
解
が
今
後
は
改
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
関
東
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
へ
の
移
行
は
、
以
上
の
よ
う
な
継
承
と
連
続
的
な
側
面
を
も
ち
な
が
ら
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
一
七
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政
史
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七
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財
一」」」し△▲
註（
１
）
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
。
藤
野
保
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
、
同
『
日
本
封
建
制
と
幕
藩
体
制
』
。
川
田
貞
夫
「
徳
川
家
康
の
関
東
転
封
に
関
す
る
諸
問
題
」
『
書
陵
部
紀
要
』
一
四
。
水
江
漣
子
『
江
戸
市
中
形
成
の
研
究
』
。
和
泉
清
司
「
関
東
入
国
時
に
お
け
る
徳
川
氏
の
領
国
形
成
」
『
関
東
近
世
史
研
究
』
一
五
。
村
上
直
「
近
世
初
期
、
関
東
の
支
配
体
制
」
『
論
集
・
関
東
近
世
史
の
研
究
』
所
収
。
煎
本
増
夫
「
徳
川
氏
の
関
東
入国」『史誌』三四、市村高男「関東における徳川領国の形成と上野支配の特質」『群馬県史研究』一一一○、他。
（
２
）
藤
木
久
志
「
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
四
三
～
四
六
頁
。
立
花
京
子
「
片
倉
小
十
郎
充
て
秀
吉
直
書
年
次
比
定
」
『
戦
国
史
研
究
』
’
’
一
一
。
粟
野
俊
之
「
東
国
「
惣
無
事
」
令
の
基
礎
過
程
ｌ
関
連
史
料
の
再
検
討
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
大
名
領
国
を
歩
く
』
．
（
３
）
伊
達
家
文
書
『
大
日
本
古
文
書
』
。
（
４
）
桑
田
忠
親
・
山
岡
荘
八
監
修
「
小
牧
・
九
州
・
小
田
原
の
役
』
「
小
田
原
の
役
」
（
旧
参
謀
本
部
編
纂
）
二
二
四
、
’
’
四
○
頁
。
豊
臣
方
の
総
数
一
四
万
八
千
人
と
い
わ
れ
る
（
二
四
二
頁
）
。
（
５
）
鈴
木
良
一
「
後
北
条
氏
』
’
七
一
一
～
一
七
三
頁
。
（
６
）
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
一
八
九
～
’
九
○
頁
。
（
７
）
『
川
崎
市
史
』
「
通
史
編
２
近
世
」
四
～
五
頁
。
川
田
貞
夫
、
前
掲
論
文
。
（
８
）
村
上
直
「
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
小
田
原
の
位
置
」
『
お
だ
わ
ら
Ｉ
歴
史
と
文
化
』
五
・
同
「
徳
川
氏
の
関
東
入
国
と
江
戸
周
辺
」
「
東
京
の
文
（
９
）
斎
藤
月
岑
『
増
訂
・
武
江
年
表
』
Ｉ
（
東
洋
文
庫
）
、
三
頁
。
（
皿
）
大
道
寺
重
祐
『
落
穂
集
追
加
』
（
萩
原
龍
夫
・
水
江
漣
子
校
注
『
落
穂
集
』
Ⅱ
江
戸
史
料
叢
書
）
’
八
～
’
九
頁
。
（、）竹内理三編集『家忠日記』一一、’一一一四頁。以下、『家忠日記』については同書一一一一四～’一一一七頁による。
（
皿
）
「
朝
野
旧
聞
裏
藁
東
照
宮
御
事
蹟
第
一
一
六
五
」
『
朝
野
旧
聞
夏
藁
』
七
、
七
七
三
～
七
七
八
頁
。
以
下
、
『
朝
野
旧
聞
裏
藁
』
に
つ
い
て
は
、
同書七七一一一～八三八頁による。
（
旧
）
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
公
伝
』
二
五
七
頁
。
（
ｕ
）
水
江
漣
子
『
家
康
入
国
』
一
○
○
～
’
○
一
頁
。
（旧）（旧）鈴木理生『江戸と城下町』一一二頁。
（Ⅳ）鈴木理生、前掲書、一一一一～一一三頁。
四五。
￣
八
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徳
川
氏
の
関
東
入
国
に
関
す
る
一
考
察
（
村
上
）
／~、／■､／~、／~、／=、／~、／~、／~、／~、／~、／~、／戸へ〆=、／~、／~、
３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２２１２０１９１８
、_ノ、=〆、－ノ、-ソ、=ノ、－ノ、=ノ、､／、=／、=ノ、_／、=／、=／ミー〆、－ノ
鈴
木
理
生
、
前
掲
書
、
一
八
頁
。
「武徳編年集成」巻之三九、『武徳編年集成』上巻、四六一一一頁。
「
朝
野
旧
聞
裏
藁
東
照
宮
御
事
蹟
第
二
六
七
」
『
朝
野
旧
聞
裏
奨
』
七
、
八
一
一
一
二
頁
。
水
江
漣
子
『
家
康
入
国
』
九
四
～
九
五
頁
。
同
『
江
戸
市
中
形
成
史
の
研
究
』
八
○
～
八
六
頁
。
『石川正西見聞集』（埼玉県立図書館）七五～七六頁。
同
右
、
八
九
頁
。
『朝野旧聞衰藥東照宮御事蹟第二六七」『朝野旧聞貞蘂』七、七七六～七七七頁及び八一一一六～八一一一七頁。
同
右
『
朝
野
旧
聞
夏
蕊
』
七
、
八
三
七
頁
。
鈴
木
理
生
、
前
掲
書
、
一
六
頁
。
竹
越
与
三
郎
『
日
本
経
済
史
』
三
巻
、
四
五
八
頁
。
東
京
都
北
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
五
、
’
九
九
一
年
。
戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
期
東
国
社
会
論
』
’
九
九
○
年
。
東
京
都
江
東
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
四
、
’
九
九
三
年
。
東
京
都
北
区
『
文
化
財
研
究
紀
要
』
七
、
’
九
九
四
年
。
黒
田
基
樹
氏
も
、
こ
の
点
、
註
（
別
）
の
論
文
で
家
康
の
江
戸
城
を
本
拠
に
し
た
こ
と
は
、
当
然
の
選
択
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
Hosei University Repository
